環境安全研究管理センター運営委員会議事要旨
日　時 ： 平成２３年３月１日（火）１０時３６分～１１時３６分
場　所 ： 環境安全研究管理センター１階　会議室
出席者 ： 茶谷（委員長・工）、芝田（環境セ）、笹井（産研）、磯（医）、藤岡（薬）、
井上（工）、實川（基礎工）、堀口（微研）、加藤（産研）、藤原（蛋白）
欠席者 ： 深瀬（理）、米田（生命機能）、鈴木（研究推進部長）、山崎（施設部長）
陪席者 ： 角井（環境セ）、三好、俊成、延里（工・事務部）
　議事に先立ち、各委員の自己紹介があった。
議　事
協議事項
1． 環境安全研究管理センター長候補者の選考について
　　　　　　　　平成２３年３月３１日限りで任期満了となる環境安全研究管理センター長につ
いて、後任のセンター長候補者を選考したい旨の提案があった。資料２の大阪大
学環境安全研究管理センター規程及び資料３の同運営委員会規程により、定足数、センター長の任期及び選考の方法等について説明があり、審議の結果、茶谷直人教授（工学研究科）を選出した
  報告事項
1． 平成２２年度環境保全施設運営費配分の件について　　
　資料４に基づき、平成２２年度環境保全施設運営費配分について、７月１３日付け持ち回り審議により承認され、既に予算が配分されている旨、報告があった。
2． 平成２１年度決算報告について
　資料５に基づき、平成２１年度決算について報告があった。
3． 平成２２年度予算（当初配分額）について
　資料６に基づき、平成２２年度予算（当初配分額）について報告があった。
4． 薬品管理支援システム（OCCS）の更新状況報告と予算要求について
　資料７に基づき、大阪大学化学物質管理支援システム（OCCSⅡ、OGCS）に係る管理運営経費を平成２３年度教育研究等重点推進経費として要求する旨、報告があった。
　なお、薬品管理支援システム（OCCS）への登録薬品数が順調に推移しており、納品事実確認にも利用され始めていること、高圧ガス管理支援システム（OGCS）も一部稼働していることについて説明があった。
5． 作業環境測定結果、経過報告について
　資料８に基づき、平成２１年度第２回目の作業環境測定の結果、２作業場（第３管理区分及び第２管理区分に該当する作業場各１件）のクロロホルム濃度及び７作業場（第３管理区分に該当する作業場2件、第２管理区分に該当する作業場５件）のホルムアルデヒド濃度が管理濃度を上回っていたことについて報告があった。
　また、平成２２年度第1回目の作業環境測定の結果、６作業場（第３管理区分に該当する作業場及び第２管理区分に該当する作業場各３件）のホルムアルデヒド濃度が管理濃度を上回っていたことについて報告があった。
6． 本年度センター長等通達事項について
          　　　　　　　　　　資料９に基づき、本年度、環境安全研究管理センター長名及び環境安全委員会
薬品管理専門部会長名で、薬品管理支援システム（OCCS）利用について及び毒劇
物に関する法改正について通知をおこなったこと、安全衛生管理部長及び環境安
全研究管理センター長名で、実験系廃液の適正処理について通知を行ったことに
ついて報告があった。
　 
